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研究成果の概要（和文）：人工内耳とは重度聴覚障害者に適応される人工感覚器である。日本では、2000年代に
入ると、小児人工内耳埋め込み手術が、全国的に普及した。そして、近年ではこうした子ども達（以下、小児IC
児。）が学齢期や青年期・成人期を迎えている。一方、小児CI児については、我が国では幼児期における聴取や
構音（発音）、言語発達などの課題が精力的に検討されてきたものの、他方において、すでに諸外国において報
告されている、学校を含む社会生活場面において、小児CI児が経験する心理・社会的な問題については、研究そ
のものが未着手の状態にあった。本研究では学齢期にある小児CI児の心理・社会的発達について検討した。

研究成果の概要（英文）：A cochlear implant is an artificial sensory organ adapted for people with 
severe hearing loss. In Japan, pediatric cochlear implant surgery became widespread nationwide in 
the 2000s. In recent years, these children (children with IC children) are entering their school 
days and adulthood. On the other hand, for pediatric CI children, issues such as listening, 
articulation (pronunciation), and language development in early childhood have been energetically 
examined in Japan, but on the other hand, including schools that have already been reported in other
 countries. Research itself has not yet begun on the psychological and social problems experienced 
by pediatric CI children in social life situations. In this study, we examined the psychosocial 
development of pediatric CI children in school age.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今日、我が国では幼児期に人工内耳埋め込み手術を受けた、多くの者小児CI児が学齢期や成人期を迎えているも
のの、学齢期以降の心理・社会的発達については、必ずしも十分な解明が進んでいなかった。本研究では学齢期
にある小児CI児の、抑うつ傾向やセルフ・エスティーム（自尊感情）といった心理的適応指標を用いた検討に加
えて、小児CI児の長期アウトカムの評価指標として重要な、高校卒業後の進路選択や就労に関わる分析を行っ
た。本研究により明らかにされた知見は、小児CI児の幼児期から青年期までの、切れ目のない個別の支援計画の
立案と実施に寄与するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様  式  Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景  
本邦においては、2000 年代に入ると、重度聴覚障害幼児への人工内耳
埋め込み手術が全国的に普及した。そして、近年ではこうした子ども達
（以下、小児 IC 児。）が学齢期や青年期・成人期を迎えている。  
一方、小児 CI 児については、我が国では幼児期における聴取や構音、
言語発達などの課題が精力的に研究されてきたものの、他方において、
すでに諸外国では検討が進んでいる、学校生活を含む社会生活における
心理・社会的な課題や、長期アウトカムの評価指標としても重要な、高校
卒業後の進路については、研究そのものが未着手の状態にあった。 
 
２．研究の目的 
こうした我が国における小児 CI 者に関する研究動向を踏まえ、本研究
では、学校生活を含む社会生活において、小児 CI 児が経験する心理・社
会的な課題に加え、高校卒業後の進路や職業選択の課題について検討す
ることを通して、幼児期から青年期・成人期に至る、切れ目のない支援に
寄与する、基礎的知見を得ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 (1)対象  
関東地方にある大学病院（1 施設）と関西地方にある大学病院（1 施設）
の耳鼻咽喉科外来において、継続して人工内耳の聴覚管理を行う小児 CI
児のうち、本研究への参加の了解が得られた者を研究対象とした。 
 (2)方法  
研究は上記の対象児に対して、言語聴覚士が個別面接方式で調査を実
施した。なお、研究の立案にあたっては、当該施設の研究倫理委員会によ
る審査を受けた。 
 
４．研究成果 
 本研究により得られた成果のうち、心理・社会的発達と高校卒業後の
進路について、以下に紹介する。 
(1)心理・社会的発達  
心理・社会的発達に関連して、セルフ・エスティーム（以下、SE。）、
学校生活の質、抑うつ傾向、反応スタイルについての検討を行った。 
学齢期にある小児 CI 児の SE は、聞こえに関連する要因とは関連が認
められなかったものの、学校生活の質のうち「友達関係」と「学業」の双
方に対して、ポジティブに作用することが確認された（花本ら、2018）。 
抑うつ傾向については、人工内耳を装用した状態での聞こえの程度で
ある、装用閾値と抑うつ傾向の得点間に関連が認められた。加えて、スト
レス事態に遭遇した場合の対処スタイルである、反応スタイルとの関連
では、「反すう」が抑うつに対して、ネガティブに作用することが確認さ
れた（諏訪ら、2018）。  
 
(2)高校卒業後の進路  
高校（聴覚障害特別支援学校の高等部を含む。）卒業後の進路について
は、約半数の小児 CI 児が四年制大学に進学していた（河野ら、2016）。  
さらに、大学に進学した者では、小学校就学時点における理解語彙指
数が、非進学の者と比べて、高いことが確認された（齋藤ら、2017）。  
その他、小児 CI 児がもつ職業興味については、ろう学校での教育を経
験した群において、人に接する職業よりも、ものを扱う職種への指向が
強いことが確認された（杉中ら、2017）。  
 
5．まとめ  
今日、我が国では幼児期に人工内耳埋め込み手術を受けた、多くの小児
CI 児が学齢期や青年期・成人期を迎えているものの、学齢期以降の心理・
社会的発達については、必ずしも十分な解明が進んでいなかった。本研
究では学齢期にある小児 CI 児の、セルフ・エスティーム（自尊感情）や
抑うつ傾向といった、心理的適応指標による検討に加えて、小児 CI 児の
長期アウトカムの評価指標として重要な、高校卒業後の進路選択や就労
に関わる分析を行った。本研究により明らかにされた知見は、小児 CI 児
の幼児期から成人期までの、切れ目のない個別の支援計画の立案と実施



に寄与するものである。  
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